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研究成果の概要（和文）：臨床応用可能となる認知予備力尺度を開発し、幅広い年齢の健常成人にそれらを実施
し、その信頼性と妥当性を検討した。認知予備力のプロキシとして、病前知能、教育歴、仕事経験および余暇経
験を盛り込んだ日本語版の尺度を作成し、20歳から90歳までの対象者に調査を行なった。検査―再検査信頼性と
妥当性（並存的妥当性、収束的妥当性、交差妥当性）の検討を行ったところ、本尺度の信頼性と妥当性を確認す
ることができた。高齢者だけではなく、幅広い年代に対応した標準化された尺度としての有用性が示唆され、脳
損傷や精神疾患での応用が可能性を示した。

研究成果の概要（英文）：We developed a clinically applicable cognitive reserve scale and 
administered it to healthy adults of a wide range of ages to examine its reliability and validity. 
We created a Japanese version of the scale that incorporates premorbid intelligence, educational 
history, work experience, and leisure experience as proxies for cognitive reserve, and surveyed 
participants aged 20 to 90 years. We examined test-retest reliability and validity (concurrent 
validity, convergent validity, and cross-validity), and were able to confirm the reliability and 
validity of the scale. The scale's usefulness as a standardized scale applicable to a wide range of 
ages, not just the elderly, was suggested, and its application to brain injury and psychiatric 
disorders was also suggested.

研究分野： 神経心理学
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、これまで加齢や認知症に主として焦点をあてられてきた認知予備力について、高齢者や認知症のみな
らず、医療従事者が臨床現場で出会うさまざまな精神疾患（統合失調症や気分障害など）や神経疾患（脳卒中や
脳腫瘍など）の発症から回復への機能的な理解や予後の予測の目的のために適用可能な道具を開発することがで
きたといえる。今後、認知予備力と病気の回復率との関係や脳構造・脳機能との関連を明らかにするために有用
であろう。さらに臨床の現場でこれを精神疾患や神経疾患に応用することによって、疾患を保有しながらの社会
復帰やよりよい生活を送るための判断補助となると思われる

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 

高齢者を対象とした大規模なコホート研究（Ince, 2001）で、認知症の診断を受けていない高

齢者の３分の１程度で、アルツハイマー病型認知症の病理が見つかる例が報告されてきた。この

ような脳の病理と実際の認知機能の水準が必ずしも一致しないことの説明として、認知予備力

(Cognitive Reserve)という概念が近年提唱されている(Stern, 2009)。認知予備力とは、脳の病

理や加齢の影響を受けても認知機能の低下を抑える個人の潜在的な能力を意味する。認知予備

力の高い人は低い人より、脳に損傷を受けても機能障害が生じにくく、また、健常加齢でみても

認知機能の低下の程度が異なることが予測されてきた。この認知予備力に影響すると考えられ

てきたのは教育、病前知能、仕事、余暇活動であり、これまで、主に高齢者や認知症でこれら個々

の指標と認知機能との関係が検討されてきた(Opedebeeck et al, 2016 のメタ解析、等)。しか

し、教育、仕事、余暇活動、病前知能を統合させて検討した研究はまだ数少ない。また、高齢者

や認知症以外の疾患やより若い年齢における認知予備力からの視点の検討はまだほとんどなさ

れていないといってよい。 

本研究では高齢者や認知症のみならず、より幅広い年代における認知予備力を総合的にとら

え、測定する方法を確立することがひとつある。さらに、認知予備力と脳構造・脳機能の関連を

明らかにすることで、認知予備力の神経基盤を解明する一助にしたいと考える。さらに、臨床的

には、認知予備力の考え方は、認知症のみならず、幅広い精神・神経疾患の機能の理解に有用と

考えられるので、幅広く適用可能な測定法を開発したいと考える。そして、とくに、脳損傷と統

合失調症を代表とする精神疾患について認知予備力の影響が異なることが考えられるので、こ

れらの臨床群で認知予備力を測定し、比較検討したいと考える。 

 

２．研究の目的 

本研究は、これまで加齢や認知症に主として焦点をあてられてきた認知予備力について、高齢

者や認知症のみならず、医療従事者が臨床現場で出会うさまざまな精神疾患や神経疾患の発症

から回復への機能的な理解や予後の予測の目的のために適用可能な道具を作成することにある。

このことにより、日常臨床で病前までに蓄積された認知予備力が測定可能となり、さまざまな臨

床判断の参考になるものと思われる。たとえば、精神疾患や神経疾患の認知機能の問題に対する

リハビリテーションへの導入やその効果に対する個人差を考慮する際の大きな資料となると思

われる。それとともに、認知予備力と現在の認知機能との関係を明らかにすることにより、介入

の個人差についても深めることになる。さらには、現在の認知機能の低下の個人差の影響を明ら

かにし、問題に対する早期介入にもつながると思われる。いうなれば、その人の認知の蓄えがど

のくらいあるかを日本人の年代と性に応じて定量的にわかりやすく評価し、そのことが疾患に

与える影響を踏まえて、予後に対する予測を可能にし、より適切な診断・治療のためのひとつの

情報を簡便なツールによって評価可能となる点である。おそらく、医療従事者であれば、誰しも

が知りたい情報であるので、このような簡便なツールが実用可能となれば、保険収載となり得る

可能性もあると思われる。 

さらに、脳損傷と統合失調症を代表とする精神疾患について認知予備力と認知機能の関連を

検討することにより、疾患に及ぼす影響の差異を検討することになる。また、脳画像にもとづく

脳形態・機能と認知予備力の関連の検討により、神経基盤の解明に寄与することになると考えら

れる。 



 

３．研究の方法 

認知予備力はそれまでの教育、仕事、余暇活動経験や病前知能などが関連し、それがさらに、

さまざまな精神神経疾患の発症時からの機能に影響を及ぼすことが予測される。したがって、こ

の認知予備力の考え方は、さまざまな精神疾患や神経疾患においても考慮すべき事項と考えら

れる。実際、医療従事者は、患者の診断・治療や予後の見通し、社会復帰の可能性等を考える際

に、このような個人の背景や資質を念頭に置くことも重要であり、認知予備力を定量化できる測

定法があると、日常臨床において大変有用であると考えられる。 

これに関して、イタリアで Nucci et al (2012)が Cognitive Reserve Index questionnaire

（CRIq）を開発した。これは、教育、仕事、余暇活動それぞれの指標とそれらの総合指標である

認知予備力指標を IQ のような数値で表すことを可能にするものである。応募者らは、これをも

とに、日本人用の CRIq を作成、精錬することを試みてきたが、職業と余暇活動については、イ

タリアとの文化的な差異が大きく、我が国独自の基礎的研究やリソースに基づく必要性がある

ことがはっきりしてきた。また、評価の質的な面においても、とくに仕事においては、イタリア

版 CRIq でなされているような職種の分類からの定量化だけでなく、仕事の内容そのものがいか

なるかが、その人に培われる認知予備力に関連すると考えられる。我が国では最近、国立長寿医

療センターの研究グループがこの観点から仕事の複雑性に関する定量化方法を示した（石岡ら、

2015）。そこで、本研究では、日本版 CRIq の開発のために、この仕事の複雑性ももりこみ、さら

に余暇活動とともに、18 歳以上の幅広い日本人に適用可能な尺度をつくるための調査を行なう

こととした。さらに、この尺度で測られた認知予備力尺度の骨格となる仕事の複雑性・余暇活動

の測定の実際的な妥当性も併せて吟味することとした。その上で、CRIq を作成し、臨床応用可

能性を探ることとした。 

(1) 日本人における年代と性を考慮した職業・仕事の複雑性と余暇活動の範囲の基準づくり 

多数の日本人の仕事の複雑性および余暇活動についてのインターネット調査を行なう。18 歳

以上のあらゆる年齢の日本人とする。 

① 職業・仕事の複雑性の調査 

石岡ら(2015)をもとに、仕事の複雑性の指標を用いた調査を行なう。仕事の複雑性は、各仕事

の情報処理(データ)、対人関係処理(ヒト)、対物処理(モノ)に関する業務において、労働者がど

れほど複雑な判断を必要とされるかを示す。仕事の複雑性得点を用いることで、仕事内容が異な

る職業間でも複雑性を比較することが可能になる。石岡ら(2015)はこのような観点に則り、この

ための測定を開発し、69 歳から 72 歳の 1000 名の調査を行ない、高齢者の特徴を報告した。し

かしながら、石岡ら（2015）は限られた高齢者のみを対象とした調査であり、年代・性に応じた

基準値がないことが問題として残っている。本研究では、石岡ら(2015)に基づく調査を幅広い年

代で実施する。 

② 余暇活動の範囲の調査 

69歳から72歳の1000名に東京都長寿医療センターのグループが行なった調査（小園ら、2016）

において、大別すると身体的、社会的、認知的領域からなる余暇活動 12 カテゴリー（修理・組

立、ゲーム、テレビ・ラジオの視聴、個人的な社会活動、公的な社会活動、宗教活動、テクノロ

ジーの利用、旅行、身体的活動、趣味活動）が引き出された。これに基づき、本研究では幅ひろ

い年代で余暇活動の範囲・頻度調査を実施する。 

①②は同時に実施し、得られたデータから年代・性にもとづく統計的検討を行ない、分布と基

準値を導き出す。 



 

A. 勤労者における職業・仕事の複雑性および余暇活動の定量化の妥当性の検討 

A の結果をもとに職業・仕事の複雑性と余暇活動について定量化し、勤労者でこれらの半構造

化面接調査を行ない、妥当性の検討を行なう。Bでは最小統計学的検討のために 100 名程度の実

施を目指す。 

 

B. 臨床的に有用な認知予備力を測定するための評価尺度の開発: 認知機能と脳画像所見との

対応の検討 

A.B. の検討より、職業・仕事の複雑性および余暇活動の定量化を行ない、年代および性を考

慮した基準値を算出する。また、勤労者における評価尺度の検討より、実際に有用可能であるこ

とを確認した上で、実際の臨床現場で、精神疾患や神経疾患にも利用可能な評価尺度として精錬

する。本研究では器質性脳疾患（脳腫瘍患者）と精神疾患（統合失調症と気分障害）を対象とし

た臨床研究をおこなう。 

 

１）統合失調症および気分障害患者の認知機能と日常生活/社会機能および認知予備力との関係  

 統合失調症と気分障害患者の認知機能と日常生活機能および認知予備力との関係の検討を行

う。認知機能検査として、処理速度、記憶、注意、遂行機能を含む神経心理検査バッテリー（処

理速度-符号，トレイル・メイキング・テストＡ；記憶-単語記憶，物語記憶、展望記憶；遂行機

能・前頭葉機能-ウイスコンシンカード分類検査，言語流暢性検査，トレイル・メイキング・テ

ストＢ；注意-数唱）を実施する。日常生活/社会機能については Cognitive Assessment 

Interview(CAI)により聴取する。 

 認知予備力については、教育歴、仕事歴、余暇活動経験、病前知能を指標として、Aと Bの調

査にもとづいて標準化された半構造化面接 によって聴取する。聴取された情報から認知予備力

指数(Cognitive Reserve Index: CRIq)を求めることが可能となる。CRIq および各認知予備力指

標と認知機能検査の結果との関係を調べる。 

 

２）器質性脳疾患の認知予備力と認知機能・日常生活機能および脳病変との関連 

１）と共通の認知機能検査・日常生活機能評定と認知予備力項目を聴取する。認知機能検査・

日常生活機能評定は術後もフォローアップし、認知予備力と機能的予後との関連を検討する。ま

た、通常臨床で撮像されている脳画像検査（MRI）にもとづいて、脳の病変部位を同定し、その

大きさを測定し、それらと認知予備力との関連を検討する。 

 

４．研究成果 

(1)臨床応用可能となる認知予備力尺度を開発し、幅広い年齢の健常成人にそれらを実施し、そ

の信頼性と妥当性の検討。 

認知予備力のプロキシとして、病前知能、教育歴、仕事経験および余暇経験が考えられてきて、

これらを盛り込んだ日本語版の尺度を作成し、20 歳から 90 歳までの対象者に調査を行なった。

第 1 回調査（600 名、各年代 100 名）と第 1回調査の再調査（100 名、信頼性調査）を半年後に

行なった。さらに、第 2回調査（1200 名、各年代 200 名）と第 2回調査の再調査（300 名、信頼

性調査）を約 1年後に行なった。その結果、いずれの認知予備力に関連した値においても高い信

頼性係数が得られた。尺度の妥当性の検討に関して、以下のいくつかの検討を行った。認知予備

力の中の仕事の複雑性の指標については、職業分類によって決まってくる仕事の複雑性得点（デ



ータ、ヒト、モノおよび総合得点）と被験者ごとの主観的仕事の複雑性得点との関連を調べた（収

束的妥当性）。同時に行った社会経済尺度と認知予備力指標との関連を調べた（並存的妥当性）。

2 回の調査における指標間の相関を検討した（交差妥当性）。これらの妥当性の検討結果から、

認知予備力尺度の妥当性が確認された。なお、健常者の余暇活動を行う際に必要となる認知的、

身体的、社会的な要素について検討した結果、最終的に 86 種類の余暇活動に対して 3つの要素

を決定することができ、それらの得点とメンタルヘルスとの間には正の関係があることが示さ

れた。 

認知予備力のひとつのプロキシである仕事に関して、日本版 O*NETは比較的最近公表された(労

働政策研究・研修機構, 2023)が、これから引き出せる仕事の複雑性についての指標を新たに検討する

必要性が出てきた。そのため、新しい職業分類法 O*NET からの日本版仕事の複雑性スコアを開発し、

健常者におけるそれらと認知機能との関係を検討した。結果、5種類の仕事の複雑性スコア（基

本・対人能力、対物管理能力、外国語能力、管理的能力、分析的能力）を決定することができた。 

(2) 精神疾患における認知機能と認知予備力 

精神疾患で、認知予備力を取り入れた研究はまだそれほど多くはない。統合失調症研究で

は、認知予備力という観点からよりもこれまでは病前機能への関心は持たれることはしばしば

あったとはいえる。統合失調症患者を対象に，患者の認知機能障害に対する家族評価と患者に

よる主観的評価と認知予備力および客観的認知機能との関連の検討を行った。結果、家族評価

は患者の主観的評価と有意な差があることが示された。さらに，認知機能障害に対する患者の

主観的評価は，客観的な神経心理学的評価と関連がなかった。家族評価に関しては，客観的な

認知機能評価と患者の病前知能（認知予備力のひとつ）が家族評価に影響することが明らかに

なった。この研究によって，認知機能障害に対する患者の主観的評価と家族評価に相違があ

り，家族の評価に関しては，患者の病前の知的機能水準（受動的認知予備力）が影響する可能

性が示された。 

双極性障害患者における認知機能の潜在的な保護因子を明らかにすることを目的として、認

知機能と認知予備力及びレジリエンスの関連性について、神経心理学的検査、発症前の IQ、教

育年数、余暇活動経験数、レジリエンス尺度を用いて、患者と健常対照者を対象に横断的調査を

行った。身体活動や睡眠状態を調整して検討した結果、双極性障害患者の言語流暢性、物語記憶、

言語記憶が、余暇活動経験と関連することが認められた。これらの結果から、認知予備力を高め

ることは、双極性障害患者の言語に関連する高次認知機能に影響を与える可能性があることが

示された。 

(3) 脳損傷患者の認知機能と認知予備力 

脳腫瘍摘出手術を受けた脳腫瘍患者を対象に、白質神経線維束の損傷を考慮して、認知予備力

（病前推定 IQ）が高いことが術後の言語性短期記憶と機能的転帰に有益な影響を及ぼすかを検

討した。その結果、左半球病変患者において、左弓状束の損傷は、言語性短期記憶、ワーキング

メモリ、全般性認知機能を通じて術後の機能的能力に影響を与えることが示された。右半球病変

患者では、右帯状束の損傷だけでなく、病前 IQ の高さが言語性短期記憶、ワーキングメモリ、

全般性認知機能を媒介して、機能的能力に正の影響があることが示された。 
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